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ロシアの自動車市場の調査会社、AVTOSTATが2025年１～６月のロシアの乗用車販売データを

発表したので、本号では早速このデータを図表にまとめてお届けする。 

 

 

2025年１～６月にロシア国内で販売された新車の台数は53万台あまりだった。ロシア経済の減速

に加え、高金利で消費者の間で買い控えの動きが広がったこと、昨年の廃車税率引き上げに伴う、

駆け込み需要の反動減が出たことなどから、前年同期と比べて25.3％の大幅な落ち込みとなった。 

新車販売は2021年の152万台から侵攻が始まった2022年は半分以下の63万台に落ち込んだ。

しかし、2023年には106万台、2024年には157万台まで回復していた。 

昨年は、西側諸国の制裁の影響が緩和される一方、撤退した西側メーカーに代わって中国の自

動車メーカーが販売を本格化させたことにより、供給不安が解消し、販売台数は軍事侵攻前の水準

まで回復した。経済成長率が4.3％伸びるなど、ロシア経済の力強い成長が回復の追い風となった。 

しかし、2025年に入ると状況は一変した。消費者の間で買い控えの動きが広がるなどロシア経済

の減速が鮮明となり、新車販売に急ブレーキがかかった。2025年４～６月の経済成長率は1.1％の

プラスにとどまり、前年同期の4.0％から大幅に減速した。 
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